
新新年年をを迎迎ええてて

防防衛衛省省北北関関東東防防衛衛局局長長 池池部部 衛衛

北北関関東東防防衛衛局局広広報報紙紙ををごご覧覧ににななっっ
てていいるる皆皆様様、、新新年年ああけけままししてておおめめでで
ととううごござざいいまますす。。

新新ししいい一一年年をを迎迎ええるるにに当当たたっってて、、
昨昨年年ああっったた出出来来事事をを振振りり返返りり、、新新たた
にに今今年年のの抱抱負負をを心心にに刻刻ままれれたた方方もも多多
いいののででははなないいかかとと思思いいまますす。。

昨昨年年はは「「チチェェンンジジ」」のの11年年でであありり、、
日日本本でではは民民主主党党政政権権・・鳩鳩山山内内閣閣、、海海
のの向向ここううのの米米国国でではは民民主主党党・・オオババママ

政政権権がが誕誕生生しし、、行行政政的的ににもも経経済済的的ににもも大大ききななタターーニニンンググポポイインントトのの11年年でで
あありりままししたた。。

北北関関東東防防衛衛局局でではは、、３３年年前前のの平平成成１１９９年年９９月月にに東東京京防防衛衛施施設設局局とと装装備備
本本部部東東京京支支部部がが合合体体しし、、新新たたにに北北関関東東防防衛衛局局がが発発足足。。各各々々のの従従来来業業務務のの
ほほかかにに防防衛衛行行政政のの地地方方ででのの拠拠点点ととししてて２２年年４４ヶヶ月月。。徐徐々々にに新新ししいい組組織織もも
落落ちち着着いいててききたた１１年年だだっったたののででははなないいででししょょううかか。。例例ええばば、、地地方方協協力力本本
部部とと協協力力ししてて行行わわれれたた防防衛衛白白書書説説明明、、皆皆ささんんのの関関心心のの高高いい最最新新情情報報等等をを
取取りり上上げげたた防防衛衛問問題題セセミミナナーー、、基基地地周周辺辺のの子子供供ささんんににもも協協力力ししてていいたただだ
いいたた絵絵画画展展、、住住民民のの方方々々にに大大好好評評だだっったた日日米米ジジョョイインントトココンンササーートト、、各各
地地でで開開催催さされれたたイイベベンントト・・各各種種訓訓練練ににもも参参加加、、等等々々。。

北北関関東東防防衛衛局局のの業業務務はは、、ここれれらら以以外外ににもも基基地地対対策策業業務務、、調調達達業業務務、、防防
衛衛施施設設管管理理業業務務、、等等々々、、数数ええ切切れれなないいほほどど多多種種多多様様でであありりまますす。。いいずずれれ
もも防防衛衛関関係係者者ののみみななららずず、、防防衛衛施施設設周周辺辺のの方方々々かからら必必要要ととさされれるるももののばば
かかりりでであありり、、遣遣りり甲甲斐斐ののああるるももののでですす。。
今今年年もも約約５５００００名名のの職職員員がが一一致致団団結結しし、、皆皆様様ののごご期期待待にに添添ううよようう努努力力

ししてて参参りりまますす。。引引きき続続ききごご支支援援・・ごご協協力力ををよよろろししくくおお願願いい申申ししああげげまますす。。

庚庚寅寅 歳歳旦旦
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各各米米軍軍基基地地司司令令官官とと意意見見交交換換

レン在日米軍司令官を表敬訪問

平成２１年１２月４日(金)、池部局長は横須賀基地に在日

米海軍司令官レン少将を表敬訪問しました。その際に池部局

長からは、米空母艦載機の着陸訓練については、厚木飛行場

や横田飛行場で実施した場合の周辺への影響を考慮し、極力、

硫黄島で実施するよう申し入れるとともに、一昨年の秋に実

施された訓練においては、当局から職員約３０名が支援した

例を示しつつ、今後とも米海軍と協力のうえ、円滑に訓練が

実施されるよう当局としても努力することを伝えました。

また、レン少将から基地についての正確な情報提供が一般

の方々との相互理解を深めるうえで重要であるとの発言があ

り、これに対して池部局長からも全く同感である旨応じまし

た。

ガードナー厚木基地司令官を表敬訪問

平成２１年１２月２日(水)、池部局長は、ガードナー米海

軍厚木基地司令官を表敬訪問しました。

池部局長からガードナー司令官に対し、米空母艦載機が深

夜に厚木飛行場に帰投する場合は、日米合同委員会合意の航

空機騒音規制措置を遵守し、緊要と認められる場合を除き、

厚木飛行場への帰投時間を繰り上げる努力をする等、周辺住

民に与える騒音の影響を出来る限り最小限にとどめるよう申

し入れました。会談は終始和やかにおこなわれ、日米間の意

思疎通を図る上で有意義な会談となりました。

ヒックス第３７４空輸航空団司令官との懇談
平成２１年１２月１日(火)、池部局長は横田基地で

ヒックス第３７４空輸航空団司令官と懇談しました。

この懇談で、諸懸案事案等について意見交換を行う

とともに、横田基地に対する周辺住民からの苦情につ

いても池部局長よりヒックス司令官に対し、基地周辺

住民の苦情に真摯に対応することが必要であることを

強く申し入れました。

また、横田基地の安定的な使用のためには、基地周

辺住民の米軍に対する理解が不可欠であることから、

日米交流事業を通して基地周辺住民と横田基地の軍人

及びその家族が直接的に交流を図るために更なる米側

の協力を要請しました。
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昨年３月、北関東防衛局では初の試みとして「日米交流合同
音楽会」を福生市民会館で開催し、満員の約１０００名が訪れ、
大盛況でした。２回目の今回は、来たる１月３１日に同会場にお
いて開催します。前回は吹奏楽とポップスの共演でしたが、今回
は合唱とロックを融合させ、昨年以上に盛り上がるような内容を
予定しております。是非ご期待下さい。

１１月中旬に関係者の全体会議を皮切りに事前準備が本格

的に始動しました。会議は今後も複数回開かれ、その中で出演
団体の代表者の方々によって演奏楽曲の選別、練習日程の調
整、舞台設営や演出などに至るまで、音楽会の基本計画が順
次決められていきます。一方、米側ハイスクール音楽科講師が、
出演する地元の中学校を訪問し、授業時間や放課後を使って、
英語の歌詞の発音方法から課題曲の合唱など、日本側の生徒
を指導しました。生徒達が懸命に取り組む様子から、本番に向
けての意欲を伺い知ることができました。

また、学校関係者だけではなく他の出演団体の関係者も、日
米で共演するに当たり独自に調整を始めるなど、日米交流に積
極的に取り組まれています。

当局では、「日米交流合同音楽会」を横田基地周辺住民の

方々と横田基地に勤務する方々やその家族との更なる友好の
ためにも大変意義深い事業として位置付けております。
日米で交流し、一つのものを創るすばらしさを共に体感して頂

くためにも、是非、福生市民会館へ足をお運び下さい。
ききっっとと“Melody Line”ががああななたたのの心心ににもも結結ばばれれるるここととででししょょうう。。
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日米交流合同音楽会～心を結ぶMelody Line～
北関東防衛局は、横田基地の設置・運用について、周辺住民の皆様

に理解して頂くとともに、地域のスポーツ・文化等の地域振興に寄与し、
横田基地周辺住民と米軍人等との相互理解を深めることを目的として、
昨年度に引き続き日米交流合同音楽会を開催します。皆様お誘い合わ
せの上、ご来場下さい。

タイトル：「日米交流合同音楽会～心を結ぶMelody Line～」

日 時：平成２２年１月３１日（日）
１２：３０開場／１３：００開演（入場無料）

場 所：福生市民会館大ホール
出 演：米空軍太平洋音楽隊、横田ハイスクール

都立福生高等学校
福生市立福生第一中学校、福生第二中学校、福生第三中学校
（友情出演）福生吹奏楽団～ホーン・セクション～

問い合わせ先：
防衛省 北関東防衛局 企画部 地方調整課 地方協力基盤整備室
（電話）０４８－６００－１８００（内線２２５２／２２３８)

合同音楽会プロジェクト本格始動！！

関係者による
全体会議

米側講師
指導風景



平成２１年１２月１２日（土）、小学生絵画展入賞者（本人・家族）のＣＨ
－４７ヘリコプターへの体験搭乗を陸自・相馬原飛行場で行いました。
この企画は、昨年５月、当局が主催した小学生絵画展において、入賞

した小学生とその御家族に自衛隊のＣＨ－４７ヘリコプターに搭乗して頂
き自衛隊の任務についてより関心を深めてもらおうと計画したもので、当
初、同年８月に予定していましたが、天候不良から延期となっていたもの
です。
当日は、天候も良く、風も穏やかで体験搭乗するには申し分のない日

となり、参加された入賞者７名とその家族１１名の計１８名（入賞者１名は
所用のため辞退）の方々は、ヘリコプタ－が垂直に上昇していくと大きな
歓声を上げて喜んでいました。
体験搭乗した家族の方からは、「この賞を頂くまでは、我が家の上空も

飛行されるので、正直いい風にはとらえていませんでしたが、少しでも活
動やそのもののあり方がわかり、今は守っていただいている安心感があ
ります。これからも広くみなさんに伝わって欲しいとつくづく感じました。あ
りがとうございました。」との感想を頂きました。
今後とも、北関東防衛局は自衛隊と協力し、施設周辺の自治体の方々

に、国民の安全・安心を守るための防衛施設の存在について理解が深
まるよう努めていきたいと考えています。

小学生絵画展入賞者の体験搭乗

ＣＨ－４７を背景に堀口旅団長と小学生絵画展入賞者とその家族
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第12旅団長の堀口陸将補と小学生絵画展入賞者（本人・家族）

入賞者らを乗せて飛び立つＣＨ－４７



平成２１年１２月２日（水）、東京ヘリポート内格納庫において、ユーロコプター
ジャパン株式会社主催の海上自衛隊次期回転翼練習機ＴＨ－１３５型初号機納入式典が
行われ、当局から、調達における監督・検査を担当した調達部宮田次長、塚田装備第２
課長が出席しました。

当該ヘリコプターは、現在、海上自衛隊がパイロットの教育用として使用しているＯ
Ｈ－６型回転翼練習機の後継機として調達が進められていたものです。

式典では、最初に飛行の安全を祈願して神事が執り行われた後、防衛省へ目録が手渡
されました。

この後、当該ヘリコプターは性能試験を経て

海上自衛隊教育航空集団隷下部隊に配置され、

海上自衛隊航空部隊の隊員の育成に貢献する

こととなります。

安全祈願

海上自衛隊次期回転翼練習機初号機納入式典海上自衛隊次期回転翼練習機初号機納入式典
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新しいヘリコプター
で訓練を頑張ってね。

新しいヘリコプター
で訓練を頑張ってね。



第第３３２２回回 防防衛衛問問題題講講話話会会

平成22年1月1日 北関東防衛局広報 第29号（6）

防防衛衛閑閑話話（事象の相対性）

産産経経新新聞聞のの「「次次代代へへのの名名言言」」とといいううココララムムににはは、、時時々々ははっっととささせせるる含含蓄蓄ののああるる名名言言がが
登登場場ししまますすののでで、、いいつつもも注注意意ししてて見見てていいまますす。。

昨昨年年のの44月月ににはは、、明明治治時時代代のの草草創創期期のの新新聞聞人人ででああるる陸陸羯羯南南（（くくががかかつつななんん））のの次次ののよよ

ううなな言言葉葉ががででてていいままししたた。。「「おおおおよよそそ古古よよりり、、国国をを誤誤るる者者はは愚愚人人ににああららずずししてて、、才才子子なな
りり」」ココララムムのの解解説説にによよれればば、、陸陸羯羯南南はは、、応応仁仁のの乱乱ににななすすすすべべももななくく、、混混乱乱のの時時代代をを招招いい
たた文文化化人人、、室室町町幕幕府府88代代将将軍軍、、足足利利義義政政をを評評ししたたととこころろでで、、ここのの言言葉葉をを述述べべてていいるるそそうう
でですす。。陸陸羯羯南南のの言言わわんんととししたたここととととはは異異ななるるかかももししれれまませせんんがが、、頭頭のの良良いい才才人人はは問問題題にに
直直面面ししたた時時にに、、弁弁舌舌巧巧みみににそそのの場場ししののぎぎのの解解決決でで誤誤魔魔化化すすここととがが可可能能でで、、結結局局はは根根本本的的
なな解解決決ががででききなないいとといいうう風風にに解解釈釈もも可可能能でですす。。

昨昨年年1122月月ののココララムムににはは、、映映画画「「男男ははつつららいいよよ」」シシリリーーズズのの主主役役ででああるる渥渥美美清清ささんんのの次次

ののよよううなな言言葉葉ががあありりままししたた。。「「心心やや体体にに弱弱いいととこころろののああるる人人間間はは、、他他人人のの痛痛みみががわわかかるる。。
だだかかららいいいい」」渥渥美美清清ささんんはは2255歳歳のの頃頃にに、、当当時時のの難難病病・・肺肺結結核核にに罹罹患患しし、、片片肺肺をを取取るる大大手手
術術をを受受けけ、、22年年間間にに及及ぶぶ療療養養生生活活をを送送っったたそそううでですす。。渥渥美美ささんんのの言言葉葉はは、、おおそそららくく22年年間間
ににわわたたるる辛辛いい療療養養生生活活がが将将来来のの大大俳俳優優、、渥渥美美清清、、すすななわわちち車車寅寅次次郎郎ののああのの優優ししささをを産産みみ
出出ししたたののだだとといいううここととをを言言わわんんととさされれたたよよううでですす。。

私私ははここれれらら二二つつのの言言葉葉ははととててもも含含蓄蓄ののああるる名名言言だだとと思思ううののでですすがが、、両両者者ににははああるる種種のの
共共通通点点ががああるるよよううにに考考ええまますす。。そそれれはは、、長長所所ととかか短短所所ああるるいいはは幸幸運運ととかか不不運運とといいううののはは、、
相相対対的的ななももののででああっってて、、絶絶対対的的ななももののででははなないいとといいううここととでですす。。最最初初のの陸陸羯羯南南のの言言葉葉はは、、
世世のの中中ででのの評評価価のの高高いい「「才才子子」」ここそそがが国国のの方方向向をを間間違違ううとといいううももののでですすしし、、渥渥美美清清のの言言
葉葉はは、、一一見見不不運運だだとと思思わわれれるる事事柄柄にに将将来来のの発発展展のの基基礎礎ががああるるとといいううももののでですす。。人人間間ははそそ
のの時時々々のの幸幸せせやや不不幸幸にに一一喜喜一一憂憂ししががちちでですすがが、、古古来来、、「「人人間間万万事事塞塞翁翁がが馬馬」」とと言言わわれれるる
よよううにに、、ももっっとと長長いい物物差差ししでで世世のの中中をを見見るるべべききだだとと感感じじまますす。。因因みみにに古古代代ロローーママのの五五賢賢
帝帝のの一一人人ののママルルククスス・・アアウウレレリリウウススはは「「自自省省録録」」のの中中でで、、「「事事物物はは魂魂にに触触れれるるここととななくく
外外側側にに静静かかにに立立っってておおりり、、煩煩わわししささはは、、たただだ内内心心のの主主観観かかららくくるるももののにに過過ぎぎなないい」」とと述述
べべてていいまますす。。喜喜びびととかか悲悲ししみみはは外外でで起起ききたた事事柄柄をを自自分分のの内内心心ががそそうう捉捉ええるるかからら喜喜びびやや悲悲
ししみみににななるるののででああっってて、、外外でで起起ききるる事事柄柄ははそそれれ自自身身はは良良いいここととででもも悪悪いいここととででももなないいとと
いいううここととでですす。。

講演するワット少佐

平成２１年１２月２１日（月）、在日米軍横田基地第３
７４空輸航空団広報部長のクリストファー・ワット少佐を
お招きして、「アフガニスタンでの体験談」を講演して頂
きました。
ワット少佐は、イラクをはじめとして紛争地域の経験が

豊富で、その中でもアフガニスタンで勤務した体験を私達
に語ってくれました。ワット少佐は、「アフガニスタンの
人々もタリバンやアルカイダのいない平和を求めている。
もう一度アフガニスタンに派遣されれば喜んで現地の人達
のために貢献したい」と話されました。また、「日本の人
道支援がイラクの復興にも貢献しており、イラクが復興す
れば、イラクの子供達の目は輝きを取り戻せる」と話され
ました。
今回の講演で、国際社会の一員として自衛隊の活動は重

要なものであることをあらためて認識したところです。
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